
蕩
某
は
焼
け
な
か
つ
だ
が
、
こ
も
か
く
爾
者
ε
も
切
腹
せ

し
め
た
記
事
が
見
え
て
み
る
。
但
し
こ
の
場
合
に
あ
っ
て

は
正
期
の
藁
筆
が
決
し
て
深
重
の
態
度
に
出
た
ご
は
受
取

ら
れ
な
い
。
「
だ
は
け
だ
る
公
事
故
誰
も
わ
け
手
無
乏
」
た

め
正
期
は
「
劔
々
に
く
き
奴
ら
に
て
何
ε
も
車
付
様
無
耳

聞
憩
前
に
て
て
つ
火
ε
ら
せ
候
様
に
串
付
け
」
落
着
の
後

は
無
罪
ε
認
め
ら
る
べ
き
無
傷
者
に
寒
し
て
も
「
ば
か
な

る
仕
方
こ
も
に
て
腹
切
ら
せ
候
へ
」
ご
て
、
折
角
帥
托
を

乞
は
し
め
な
が
ら
喧
嘩
雨
成
敗
の
形
ち
に
落
着
せ
し
め
て

み
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
正
珊
の
慮
澄
ε
鐵
火
に
謝
す
る

念
慮
等
に
つ
い
て
は
こ
も
か
く
ご
し
て
、
そ
の
方
法
が
慣

警
さ
れ
て
る
た
こ
ご
は
充
分
こ
の
記
事
か
ら
推
察
す
る
こ

ご
が
鵠
豪
る
。

　
（
四
）
同
じ
く
豊
臣
氏
の
時
代
に
、
徳
本
ご
罪
す
る
も
の

そ
の
弟
ご
相
璽
ひ
、
途
に
官
裁
に
よ
り
京
都
北
野
祠
前
に

於
て
火
起
講
に
及
ん
だ
が
、
弟
は
傾
き
兄
は
自
若
た
う
ご

し
て
あ
る
。
こ
れ
は
倭
訓
栞
に
引
い
て
あ
る
例
謹
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
於
け
る
）
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
窪
国
書
聖
鴇
留
。
・
寓
○
お
9
飼
囲
9
民
ω
9
気
無
ω
》
ぴ
2
蝕
9
民
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
○
↓
⇔
O
一
同
ヨ
一
一
〇
ゲ
　
〆
＜
2
3
ゲ
陛
O
昌
匹
　
α
O
ω
　
り
角
一
け
帥
①
一
9
一
陸
O
戦
q
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
オ
ル
ク
・
ヤ
コ
ブ
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
孕
士
宮
崎
市
定
抄
課

　
物
語
の
歴
史
を
辿
る
も
亦
面
嫁
き
題
材
な
り
。
奮
約
聖
　
　
の
交
學
的
形
式
は
墨
取
古
代
の
文
學
よ
り
は
説
明
さ
れ
す

書
は
其
中
に
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
が
、
之
が
薩
音
書
　
　
前
事
音
書
が
ア
ラ
マ
イ
ク
語
に
て
書
か
れ
し
は
疑
な
し
。

　
　
　
第
十
｝
巻
　
雑
纂
　

西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
於
け
ろ
）
（
下
）
　
　
　
第
三
號
　
　
M
「
九
（
四
五
九
）



　
　
　
第
十
扁
谷
　
　
雑
纂

か
の
べ
ラ
ロ
の
否
認
の
物
語
の
如
き
、
今
な
ほ
ア
ラ
マ
イ

ク
翻
謬
の
中
に
本
源
の
生
命
を
呼
吸
し
つ
、
あ
り
て
、
か

の
異
撰
な
る
希
臓
の
上
衣
を
着
た
る
も
の
よ
り
は
如
實
の

魅
ヵ
を
有
す
。
「
聖
者
の
生
涯
、
其
奇
蹟
及
び
豫
言
せ
ら

れ
た
る
死
な
ご
を
公
卒
に
記
せ
る
書
籍
は
東
方
全
般
に
行

は
れ
、
彼
の
與
へ
し
謡
言
に
別
種
の
意
昧
を
生
せ
し
む
。

古
代
猫
脚
文
學
の
入
口
に
は
ヘ
ソ
ァ
ン
ド
ご
オ
ト
フ
ジ
ー

ド
が
立
ち
て
多
く
の
東
方
芸
園
が
之
に
績
き
、
近
代
猫
逸
．

重
点
に
も
ク
ロ
ブ
シ
ト
ク
の
救
世
主
が
立
ち
居
れ
ざ
之
は

古
典
的
衣
裳
を
つ
け
た
る
が
鴬
に
無
電
乾
燥
な
も
の
こ
は

化
し
煎
れ
り
Q
ダ
ニ
エ
ル
書
は
天
啓
書
の
原
本
と
な
れ
リ

グ
王
7
は
幼
時
蕾
約
を
潔
く
學
び
、
モ
ー
ボ
、
傳
説
コ
ー
ラ

ン
傳
読
は
そ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
形
式
に
甚
大
の
影
響
を
及

ぼ
せ
り
Q
地
紳
の
場
面
は
か
の
火
の
藪
へ
帥
の
出
現
す
る

所
に
基
き
、
二
幕
の
死
の
場
面
は
後
期
ユ
ダ
ヤ
の
モ
ー
ゼ

の
死
よ
り
取
り
、
前
官
は
明
か
に
印
度
戯
曲
ヒ
ォ
プ
書
よ

う
借
り
た
う
。
ダ
》
タ
も
ア
ラ
ゼ
ア
交
學
よ
り
甚
だ
多
く

西
洋
に
於
け
ろ
東
洋
の
影
響
（
特
に
申
古
駅
に
於
け
る
）
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
戴
鄭
ご
號
　
　
　
一
一
一
〇
　
（
麟
悶
山
ハ
〔
）
）

影
響
さ
れ
居
る
な
り
。

　
多
数
の
董
話
。
傳
説
亀
笑
話
に
於
て
も
邸
度
が
其
故
郷

な
る
は
明
か
な
り
、
、
注
意
す
べ
き
は
立
襟
傳
説
が
、
バ
ル

ラ
ム
、
ヨ
テ
フ
ア
添
に
簸
て
一
脚
駿
の
三
涙
の
激
化
書
こ

な
れ
る
事
な
り
。
又
馬
が
鈴
を
な
ら
し
て
國
王
に
訴
へ
し

て
ふ
話
は
印
度
よ
リ
ァ
ラ
ビ
ァ
の
仲
介
を
経
て
濁
逸
ま
で

も
交
れ
り
、
イ
ゾ
ル
デ
・
ワ
イ
ス
ハ
ン
ー
3
物
職
贈
は
十
世
紀
ア

ラ
ビ
ア
の
ア
ラ
ガ
ニ
書
に
原
本
あ
る
こ
ご
知
ら
れ
た
り
。

な
ほ
多
く
の
中
世
鰍
洲
の
毅
云
云
は
か
〉
る
方
面
に
そ
の

由
來
を
求
め
得
べ
し
。

　
吾
入
の
叙
情
詩
は
濁
逸
激
會
詩
の
全
盛
時
代
ま
で
、
最

も
多
く
ヘ
ブ
ラ
イ
讃
美
歌
の
影
響
の
下
に
立
て
り
。
只
ヘ

ブ
ラ
イ
の
詩
の
み
が
特
に
他
の
近
き
セ
ム
民
族
よ
り
猫
立

し
て
特
殊
の
性
質
を
有
す
る
こ
ご
は
何
人
も
思
ひ
設
け
ざ

る
べ
き
が
．
吾
入
が
バ
ゼ
ロ
ン
の
繊
悔
詩
を
知
る
に
及
ん

で
、
這
般
の
潰
息
を
得
た
り
。
ユ
ダ
ヤ
流
浪
後
の
詩
篇
は

そ
の
バ
ゼ
ロ
ン
幽
囚
中
バ
ビ
ロ
ン
の
影
響
の
下
に
襲
生
せ
、

．
（
、



ρ

る
如
く
見
ゆ
。
果
し
て
然
ら
ば
バ
ゼ
ロ
ン
の
詩
は
濁
逸
厳

會
詩
ビ
な
b
て
・
今
日
ま
で
生
命
あ
る
な
り
。

　
更
に
劇
場
に
一
瞥
を
與
へ
ん
か
〇
十
八
曲
弾
の
野
壷
藝

術
歌
劇
は
支
那
の
影
響
の
下
に
獲
達
せ
う
。
支
那
よ
り
訪

れ
る
影
絡
は
冒
ー
マ
ン
涙
等
に
よ
り
て
愛
護
さ
れ
、
殊
に

シ
ワ
；
ビ
ン
グ
の
影
絡
芝
居
は
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
涙
に
よ
り

て
藝
術
的
便
書
を
附
輿
せ
ら
れ
た
り
〇
一
七
’
六
〇
年
ナ
、
・
、

キ
・
シ
ョ
ウ
ゾ
ウ
（
並
木
正
三
）
が
登
明
せ
る
濯
う
墨
壷
は

十
九
世
紀
に
な
り
て
田
本
よ
う
漁
り
し
が
、
こ
は
長
き
幕

間
ひ
を
省
き
て
峰
岡
朗
興
奮
の
中
絶
を
免
れ
し
む
る
を
得

る
も
の
な
う
。

　
吾
人
の
日
常
生
活
よ
り
娯
樂
に
至
る
迄
、
東
方
の
脅
慣

が
入
り
込
め
）
。
外
界
に
全
く
無
頓
着
に
遊
戯
に
没
頭
せ

る
將
棊
指
し
は
正
に
西
方
に
料
る
一
束
洋
な
り
◎
こ
の

遊
戯
の
故
郷
は
印
度
な
り
。
將
藁
の
ア
ラ
ビ
ア
語
シ
ヤ
ト

レ
ソ
チ
は
梵
語
チ
ヤ
ト
ラ
ン
ガ
（
四
肢
、
軍
）
よ
り
山
事
づ
。

中
世
波
斯
の
詑
録
に
よ
れ
ば
、
印
度
王
デ
ウ
テ
レ
ム
は
十

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
纂

西
洋
に
於
け
ろ
東
洋
の
影
響
（
特
に
申
古
期
に
於
け
る
）
（
下
）

六
の
線
玉
．
十
六
の
紅
玉
よ
り
な
る
將
棊
を
コ
ス
ロ
ウ
・
ア

ノ
シ
ヤ
ル
ワ
ン
に
険
罵
れ
・
り
ご
。
ア
ラ
ゼ
ァ
文
墨
難
燃
古
の
三

悪
に
關
す
る
記
述
は
イ
ブ
ソ
・
ア
ル
ム
タ
ズ
の
詩
に
見
ゆ
。

彼
は
之
を
以
て
無
雑
話
よ
り
免
れ
、
仕
事
に
野
心
な
ら
し

む
碧
き
遊
戯
ご
し
て
賞
讃
せ
り
。
b
。
。
雰
。
ゲ
は
云
ふ
迄
も

な
く
波
評
語
「
王
」
に
し
て
、
属
舞
（
王
手
）
は
ア
ラ
ゼ
ァ
語

の
彼
死
せ
り
て
ふ
動
詞
鑑
醇
の
母
膏
短
縮
な
り
。
或
は
、

支
那
が
將
棊
の
最
古
の
獲
明
蒋
な
b
こ
し
て
西
紀
前
三
ナ

世
紀
の
傳
説
を
引
く
者
あ
れ
ざ
勿
論
用
心
し
て
聞
か
ざ
る

べ
か
ら
す
。
又
輝
く
、
周
運
脚
の
寒
雀
の
蜜
柑
藪
の
中
に

石
窟
あ
り
て
、
其
中
よ
り
將
棊
が
襲
見
さ
れ
た
）
ε
o
こ

の
將
棊
は
始
め
占
星
術
に
關
摩
し
、
天
祖
の
運
行
を
測
定

し
得
る
人
に
し
て
始
め
て
巧
に
遊
び
得
べ
し
ご
云
は
れ
た

り
き
。
紙
鳶
は
古
く
紀
元
前
二
〇
二
年
韓
信
が
登
明
せ
り

紙
鳶
は
支
那
に
て
は
西
洋
に
重
る
よ
り
も
蓬
に
美
し
き
形

を
な
し
、
時
に
嘗
物
、
花
に
摸
し
、
時
に
は
風
入
の
如
き

捻
う
を
登
す
る
音
曲
的
装
置
を
有
す
。
傳
説
に
よ
れ
ば
紙

　
　
　
　
　
　
　
第
三
貌
　
　
一
一
コ
　
（
四
六
「
）
　
、



　
　
　
第
十
叫
巷
　
　
雑
纂

鳶
は
支
那
よ
り
束
蒲
塞
に
家
れ
う
ε
。
支
那
に
干
る
如
く

ト
ル
コ
に
於
て
も
紙
鳶
あ
げ
は
子
供
の
み
な
ら
す
、
大
入

の
娯
樂
な
り
。
紙
鳶
は
十
七
世
紀
の
宇
頃
乃
ち
支
那
崇
拝

の
初
期
に
始
め
て
知
ら
れ
、
英
語
、
佛
語
ご
も
に
鳶
な
る

語
に
て
示
さ
る
。

　
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
禁
酒
な
か
り
せ
ぱ
珈
堺
は
そ
の
イ
ス
ラ

ム
燈
台
を
征
服
す
る
能
は
ざ
り
し
な
ら
ん
。
今
旨
で
は
猫

逸
に
於
て
も
途
に
在
來
の
嘗
試
を
駆
課
せ
り
。
古
代
ア
ラ

ゼ
ア
語
カ
ー
フ
は
も
ご
葡
萄
酒
を
意
味
せ
し
が
、
そ
の
代

用
物
を
指
す
や
う
に
轄
じ
た
り
き
。
最
初
の
珈
堺
店
は
唄

五
五
四
／
五
年
に
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
プ
ル
に
て
、
二
心
の

シ
ソ
ァ
人
に
よ
り
て
立
て
ら
れ
た
う
き
Q
　
一
五
入
三
年
王

地
に
薫
れ
る
要
理
家
は
な
ほ
之
を
知
ら
す
し
て
、
ト
ル
コ

人
の
黒
き
飲
料
に
驚
忽
せ
り
。
曰
く
、
ト
ル
コ
入
は
朝
早

く
公
開
の
席
に
て
、
大
せ
い
の
人
に
揮
る
所
な
く
、
陶
器

の
深
き
碗
よ
り
、
建
曇
る
限
b
驚
き
飲
物
を
飲
む
ご
。
珈

緋
は
東
方
に
て
は
展
か
れ
す
し
て
掲
か
れ
、
精
ご
し
て
や

西
洋
に
於
け
ろ
東
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
於
け
る
）
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
巷
　
　
　
一
ニ
ニ
　
（
四
六
二
）

な
く
穀
も
ろ
共
心
排
さ
れ
、
決
し
て
牛
乳
を
加
へ
す
、
稀

に
は
砂
糖
を
加
へ
て
賞
玩
物
よ
り
榮
養
物
に
寵
す
る
こ
ご

も
あ
り
き
。
熱
き
京
方
の
氣
候
に
弱
ら
さ
れ
た
る
者
は
何
『

人
も
、
藤
里
の
興
奮
欄
ざ
し
て
の
債
値
を
認
む
る
に
吝
か

な
ら
ざ
る
べ
し
。

　
翔
聯
の
競
争
者
、
茶
は
十
七
世
紀
に
支
那
よ
り
欧
洲
に

持
ち
來
さ
れ
し
が
、
そ
の
輩
綴
の
支
那
名
が
よ
く
表
は
せ

b
。
但
し
和
蘭
の
昏
8
ε
莫
語
の
雪
ε
の
母
督
の
相

違
は
方
言
の
異
れ
る
地
方
よ
り
各
々
楡
出
さ
れ
た
れ
ば
な

り
。
和
蘭
入
は
詩
花
に
て
之
を
知
れ
り
ε
云
ふ
。
濁
逸
に

て
は
大
選
帝
侯
が
茶
の
愛
用
者
な
る
一
和
繭
…
入
を
侍
欝
ご

せ
る
よ
り
知
ら
る
。
こ
の
香
の
柔
か
き
飲
料
は
東
西
の
文

化
、
肚
會
、
縷
濟
、
歴
史
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
。
十

七
泌
紀
の
H
本
の
茶
の
湯
は
一
の
藝
術
な
り
。
更
に
茶
税

が
米
國
の
猫
立
を
促
す
動
機
ご
な
り
し
を
思
ふ
べ
し
。

　
古
代
ト
ル
コ
遊
牧
民
に
行
は
れ
し
凝
結
牛
乳
ヨ
グ
ル
ト

は
今
も
オ
ス
マ
ン
に
其
名
残
れ
り
。
其
．
物
は
以
前
に
は
東



方
族
行
者
に
の
み
喜
ば
れ
し
が
、
近
頃
獅
逸
に
て
も
普
遍

に
用
ひ
ら
れ
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
ま
ぬ
昧
よ
き
滋
養
強

肚
彌
ご
し
で
好
評
を
博
せ
り
。

　
最
後
に
佛
蘭
西
の
國
民
的
飲
料
こ
も
云
ふ
べ
き
ア
プ
ナ

ン
は
ア
ル
ヂ
エ
ー
ル
よ
h
∴
起
れ
り
。
此
地
は
も
こ
飲
料
水

の
質
悪
き
爲
之
に
て
飲
み
易
く
せ
り
。
そ
の
名
は
波
斯
よ

、
9
著
れ
∵
9
ご
云
ふ
。
プ
ソ
シ
は
波
斯
名
に
て
五
を
訟
愚
昧
す

る
が
こ
は
印
度
に
て
始
め
五
要
素
よ
り
造
ら
れ
た
れ
ば
な

り
◎
五
要
素
ビ
は
ア
ラ
タ
、
砂
糖
、
レ
モ
ン
汁
、
香
料
、

水
に
て
、
シ
ラ
ー
が
之
を
歌
ひ
て
、
四
つ
の
要
素
が
内
に

含
ま
れ
、
ε
云
へ
る
は
香
料
を
忘
れ
し
な
）
o
こ
の
四
つ

は
已
に
埃
及
人
が
古
代
に
於
て
調
合
せ
る
所
な
る
が
、
バ

ゼ
ロ
ニ
ァ
に
て
は
更
に
古
く
、
憎
く
も
西
紀
前
左
入
○
○

年
の
頃
に
は
知
ら
れ
た
り
。
葡
萄
酒
に
聾
す
る
希
艶
語
、

羅
典
語
は
セ
ム
語
に
冥
鑑
せ
り
。
葡
萄
酒
の
傳
播
に
甥
す

る
羅
馬
入
の
功
績
は
遇
大
に
誇
張
さ
る
、
が
、
葡
萄
は
已

に
羅
馬
留
意
の
建
設
以
前
に
ラ
イ
ン
の
岸
に
成
長
せ
る
な

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
維
纂

酉
洋
に
於
け
る
束
洋
の
影
響
（
特
に
明
盲
期
に
於
け
ろ
）
（
下
）

り
。
殊
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ベ
ル
グ
等
の
忍
男
の
優
良
種
は
羅
馬

人
に
よ
ら
す
、
中
世
に
な
り
て
東
方
多
分
シ
ソ
ァ
邊
よ
り

輸
入
さ
れ
た
る
も
の
な
）
。

　
若
し
そ
れ
吾
人
の
田
野
が
耕
さ
れ
、
蜜
蜂
が
餌
を
あ
さ

る
の
時
、
蕎
姿
畑
の
臼
き
花
、
よ
き
香
に
心
を
喜
ば
し
む

る
な
ら
ば
、
こ
の
満
洲
原
産
物
を
此
虎
ま
で
持
ち
來
り
た

る
蒙
古
入
の
世
界
征
服
に
戚
謝
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
又
あ

る
伊
太
利
爆
ホ
虚
者
が
粛
…
へ
詣
り
て
一
元
づ
綜
繍
剛
を
見
て
、
威

激
の
あ
ま
b
禮
拝
し
た
b
て
ふ
が
、
こ
の
等
等
は
ア
ブ
ド

ラ
マ
ン
一
世
が
入
言
説
に
、
シ
ソ
ァ
よ
）
西
班
牙
に
移
し

植
え
た
る
に
始
ま
れ
り
Q
砂
糖
及
び
甘
蕪
は
そ
の
東
方
イ

ラ
ン
名
が
由
來
を
示
す
。
古
典
古
代
入
は
蜂
蜜
に
て
満
足

せ
し
が
、
砂
糖
の
傳
播
に
就
て
は
吾
人
は
之
を
西
班
牙
に

持
ち
家
れ
る
ア
ラ
ゼ
ァ
入
に
戚
謝
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
野

韻
采
に
つ
い
て
云
へ
ば
燕
波
詰
草
は
波
斯
よ
り
、
ア
ラ
ゼ
ア
人

の
手
に
て
西
瑳
牙
を
萢
り
て
得
り
、
朝
鮮
芹
の
英
語
名
は

ア
ラ
ゼ
ァ
の
憶
説
な
る
を
示
す
。
濁
逸
の
國
民
的
食
物
な

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
一
＝
ご
　
（
四
山
ハ
三
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
雑
纂

る
キ
ャ
ベ
ツ
は
中
毒
始
め
て
ス
ラ
ヅ
よ
り
借
り
摩
り
し
が

之
も
更
に
東
方
の
獲
明
に
係
る
。
最
も
重
要
な
る
香
料
は

勿
論
東
方
に
蓮
う
、
其
語
原
を
尋
漁
れ
ば
多
く
東
方
に
求

め
ら
る
、
こ
ご
胡
椒
の
如
し
Q

　
吾
人
の
膚
然
界
の
風
景
も
東
方
の
影
響
に
て
い
た
ぐ
悪

化
せ
り
ρ
か
の
並
木
に
は
七
葉
樹
が
春
に
は
華
美
な
る
蝋

燭
を
つ
け
、
秋
に
は
磨
け
る
果
實
を
播
く
。
ト
ル
コ
人
は

其
他
多
く
の
植
物
を
吾
入
に
輿
へ
た
り
。
波
導
入
は
古
く

よ
り
希
臓
人
が
天
性
よ
）
の
花
卉
愛
好
者
ご
名
附
け
し
程

な
る
が
、
ト
ル
コ
人
が
既
に
侵
入
す
る
や
薩
ち
に
そ
の
相

「
績
者
こ
な
れ
る
な
ウ
。
欝
金
香
草
計
時
和
蘭
に
流
行
し

十
七
世
紀
の
璽
に
は
そ
の
新
種
に
野
し
て
驚
く
広
き
互
額

の
金
額
が
支
彿
は
れ
し
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
國
に
於
て
も
其

病
的
ε
も
い
ふ
葺
き
奪
重
は
古
く
よ
り
あ
り
し
な
り
。
薔

薇
の
優
良
覆
も
同
じ
く
東
方
よ
う
越
れ
り
。
薔
薇
油
搾
取

の
た
め
粗
漏
に
て
も
重
要
心
さ
れ
來
b
し
グ
マ
ス
セ
ネ
ル

種
は
十
一
字
・
軍
に
よ
リ
シ
リ
ァ
よ
り
先
づ
佛
｝
闘
鑑
四
に
移
植
さ

西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響
（
特
に
白
熱
期
に
於
け
る
×
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
翫
〃
三
悪
酬
　
　
　
叫
二
四
　
（
四
六
瞬
）

れ
た
る
な
b
き
。
薔
薇
を
印
度
よ
り
移
入
し
は
じ
め
て
よ

り
そ
の
栽
培
は
一
大
飛
躍
の
進
歩
を
な
せ
り
。
支
那
種
も

亦
等
閑
視
す
べ
か
ら
す
し
て
｝
入
一
〇
年
コ
ウ
シ
ン
バ
ラ

は
始
め
て
支
那
よ
り
英
魂
に
來
り
て
根
を
す
ゑ
、
一
入
二

四
年
に
は
カ
ル
カ
ッ
タ
よ
b
黄
色
の
コ
ウ
シ
ン
バ
ラ
が
届

け
り
。
椿
は
茶
の
【
種
な
る
が
十
入
世
紀
末
に
欧
洲
人
の

隙
意
を
引
け
り
。
夏
に
支
那
よ
り
懸
り
て
吾
人
の
公
園
に

植
ゑ
ら
れ
た
る
フ
オ
ル
シ
チ
ァ
は
春
ま
だ
き
硫
黄
色
の
花

を
つ
け
て
吾
人
の
島
を
喜
ば
し
む
。
ナ
六
涯
紀
の
牢
に
楊

梅
は
ト
ラ
ペ
ッ
ン
ト
よ
b
維
納
に
達
し
，
香
し
き
木
犀
は

挨
及
に
起
り
丁
七
五
二
年
ア
フ
ジ
カ
よ
り
肉
薄
に
移
さ
れ

た
り
。

　
東
方
動
物
の
飼
育
に
つ
い
て
云
は
ん
に
先
づ
、
英
國
に

直
る
支
那
の
抑
、
佛
國
に
量
る
コ
ラ
ツ
サ
ン
の
ア
ン
ゴ
ラ

猫
、
エ
ハ
九
一
年
英
國
に
蓬
せ
る
金
魚
、
支
那
崇
拝
時
代

各
國
王
庭
に
立
て
ら
れ
し
重
厚
所
等
が
思
ひ
出
さ
る
。
放

鷹
術
も
東
方
よ
り
傷
う
し
ら
し
。
礒
本
に
て
は
鷹
狩
は
仁



徳
天
皇
時
代
に
表
は
る
。
ホ
ー
ヘ
ン
シ
タ
ウ
フ
家
の
フ
ソ

ド
リ
ヒ
ニ
世
が
如
何
に
ア
ラ
ビ
ア
人
の
放
鷹
術
を
電
重
せ

し
か
は
ア
ラ
ビ
ア
型
に
從
ひ
て
曙
子
を
製
ら
し
め
し
程
な

う
Q
家
禽
に
思
し
て
も
孔
雀
は
印
度
よ
b
理
化
器
は
埃
及

よ
り
起
れ
り
。
鰐
．
化
器
の
最
も
古
き
記
録
は
｝
四
六
〇
年

頃
の
埃
及
早
行
記
に
、
古
き
カ
イ
ロ
の
町
の
跡
な
る
バ
ビ

ロ
ン
市
に
は
雛
を
騨
へ
す
竈
あ
）
、
時
に
一
萬
二
千
箇
の

卵
を
竈
に
入
れ
熟
き
次
も
て
温
む
、
雛
は
艀
へ
る
ご
卵
の

殼
よ
り
と
び
出
　
す
が
　
貝
入
百
弱
も
出
る
黒
め
り
て
適
宜

に
販
責
さ
る
云
々
ご
、
傳
書
鳩
は
巳
に
一
千
年
前
よ
り
挨

及
に
あ
り
。
古
代
埃
及
の
記
録
に
よ
れ
ば
吾
入
が
今
日
馴

致
す
べ
か
ら
ざ
る
如
く
考
ふ
る
叢
狗
の
如
き
ま
で
も
飼
育

せ
り
。
今
降
車
の
尿
畜
ビ
し
て
は
印
度
象
の
み
を
考
ふ
る

が
、
カ
ル
タ
ゴ
入
は
ア
ラ
ビ
ア
象
を
も
嘱
し
た
り
。
キ
ル

ギ
ス
人
は
犬
鷲
を
、
波
斯
入
は
泉
を
狩
に
用
ゐ
、
日
本
人

は
鵜
に
て
漁
猟
す
。
下
ラ
イ
ン
地
方
に
て
は
鵜
飼
を
眞
面

し
は
じ
め
た
り
◎
古
代
埃
及
人
は
今
H
の
鷲
鳥
の
外
に
甚

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
維
纂

西
洋
に
於
け
る
東
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
於
け
る
）
（
下
）

だ
多
く
の
鷲
鳥
を
飼
育
せ
り
。
支
那
に
て
は
猿
が
導
者
文

入
の
爲
に
墨
を
磨
り
水
を
運
び
、
古
代
埃
及
に
て
は
婦
入

の
香
美
を
持
ち
、
犬
ざ
共
に
主
人
の
俘
を
し
、
無
花
果
を

木
よ
り
摘
み
、
或
は
盤
に
集
め
て
人
の
所
へ
持
争
b
蓮
ぷ
に

使
用
さ
れ
た
り
。
ア
ン
ゴ
ラ
山
羊
は
多
分
ト
ζ
入
が
小

智
に
持
ち
來
り
、
メ
ソ
メ
緬
羊
は
ト
レ
ム
セ
ン
附
近
ベ
ニ

メ
ソ
ン
の
名
に
負
ふ
Q
ア
ラ
ゼ
ァ
馬
は
世
界
の
良
馬
な
り

凡
そ
斯
の
如
き
仕
事
に
嘗
て
は
顧
先
來
三
代
か
の
辛
苦
の

結
果
が
吾
人
に
利
盆
を
輿
ふ
る
に
至
り
し
事
を
思
は
ざ
る

べ
か
ら
す
。

　
野
草
は
民
族
ご
共
に
導
出
し
そ
の
遠
征
に
附
随
す
る
も

の
な
る
が
、
ハ
ン
ガ
ソ
の
要
塞
の
壁
上
に
、
維
納
の
城
壁

の
上
に
生
す
る
シ
ソ
ァ
・
オ
イ
ク
ソ
ヂ
ク
ム
な
る
雑
草
は

嘗
て
大
な
う
し
オ
ス
マ
ン
帝
紀
の
奮
を
偲
ば
し
む
。
そ
の

種
を
落
せ
る
は
馬
の
飼
料
袋
な
り
き
。
氷
河
時
代
に
濁
逸

に
は
蝶
は
生
存
せ
す
、
後
に
南
シ
ベ
ソ
ァ
よ
り
侵
入
し
、

・
愚
な
ほ
西
北
に
向
っ
て
…
進
行
す
。
鳥
類
帯
に
就
て
も
、
若

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
四
ご
五
　
（
四
六
五
）



　
　
　
第
＋
葱
　
　
雑
纂

し
猟
師
が
五
彩
の
外
來
客
が
新
婦
を
求
め
に
干
る
を
ば
鐵

砲
も
て
無
下
に
打
落
す
こ
と
な
く
ん
ば
今
頃
は
甚
だ
美
し

き
光
景
を
そ
ふ
る
な
ら
ん
が
、
古
代
濁
逸
よ
り
已
に
親
密

な
り
し
子
規
す
ら
今
日
は
其
二
百
種
の
美
し
き
家
族
の
一

種
こ
し
て
此
に
孤
立
せ
る
前
心
線
を
形
成
す
る
に
止
ま
る

の
み
。

　
地
上
の
衣
の
み
な
ら
す
、
吾
等
身
上
の
衣
服
も
東
方
の

影
響
を
蒙
る
。
吾
人
の
羅
常
の
衣
服
は
一
部
門
は
吾
入
猫

特
の
も
の
な
る
が
、
一
部
分
は
ア
フ
リ
カ
の
モ
ー
ル
入
よ

り
得
一
π
る
も
の
な
り
。
モ
ー
ル
入
の
着
た
る
如
き
ズ
ボ
ン

式
衣
服
は
廣
く
東
方
波
斯
ま
で
擾
が
れ
る
も
の
な
る
が
、

こ
は
か
の
古
代
希
臓
羅
馬
ご
は
何
の
關
係
も
な
き
の
み
か

反
っ
て
著
し
き
差
違
黙
を
有
す
。
華
美
な
る
衣
装
ε
云
へ

ば
誰
も
東
方
ス
ラ
ブ
を
聯
想
す
る
な
る
べ
し
。
吾
人
の
婦

人
も
近
頃
キ
モ
ノ
が
ざ
う
の
、
キ
モ
ノ
の
袖
が
ざ
う
の
ご

云
ふ
や
う
に
な
れ
り
。
日
露
翌
翌
後
．
日
本
の
女
髭
が
欧

洲
に
入
b
し
が
、
宇
世
紀
前
に
は
｝
ル
コ
の
バ
シ
ソ
ク
風

西
洋
に
於
け
ろ
東
溜
の
影
轡
（
特
に
中
古
期
に
於
け
る
）
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
「
二
六
　
（
四
六
六
）

が
、
・
更
に
一
代
前
に
は
カ
シ
ミ
ル
・
シ
ヨ
ウ
ル
が
流
行
し
、

今
な
ほ
勃
牙
利
シ
ヤ
ッ
の
流
行
す
る
あ
り
。
東
方
の
美
し

き
極
母
鳥
等
の
朋
は
婦
入
帽
を
飾
り
、
印
度
の
孔
雀
の
朋

は
一
般
装
飾
用
ご
し
て
中
世
巳
に
好
評
を
博
せ
）
。
古
代

の
制
服
に
つ
い
て
云
へ
ば
騨
騎
兵
の
熊
皮
帽
の
耳
は
、
ト

ル
コ
の
イ
エ
ニ
ッ
エ
ソ
軍
帽
の
尻
尾
よ
り
來
れ
り
。
同
様
嘩

に
普
魯
西
軍
隊
の
各
兵
料
も
殆
ざ
皆
ト
ル
コ
霞
來
に
て

　
　
其
物
世
界
に
轟
け
る

　
　
吾
等
は
プ
ロ
シ
ャ
の
槍
騎
兵

ご
誇
る
槍
騎
兵
が
巳
に
ト
ル
コ
語
に
て
若
者
を
意
平
せ
る

語
よ
り
出
た
わ
。

　
上
述
す
る
所
に
よ
り
て
余
は
在
否
の
不
幸
な
る
偏
見
を

散
じ
得
た
り
ご
信
ず
。
一
民
族
の
文
化
生
活
は
各
種
各
様

の
根
原
よ
り
登
す
。
吾
人
の
丈
化
要
素
の
由
來
を
鳥
鰍
せ

ん
ご
せ
ば
、
之
ま
で
歯
牙
に
も
か
け
ら
れ
ざ
り
し
ア
メ
ジ

の
影
響
よ
り
、
更
に
は
吾
人
特
有
の
要
素
、
ケ
ル
ト
要
素



北
方
入
要
素
等
に
至
る
ま
で
考
慮
の
中
に
入
れ
ざ
る
べ
か

ら
す
。
植
物
猛
者
が
其
研
究
を
軍
な
る
一
科
の
植
物
に
限

る
能
は
ざ
る
如
く
、
宗
激
に
於
て
も
、
経
験
の
全
膿
に
立

脚
せ
ざ
る
偏
見
な
る
宗
敏
は
何
人
も
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る

な
り
。
言
語
學
に
於
て
然
り
、
美
術
に
於
て
然
り
。
一
詩
入

は
歌
ふ
、
宇
分
だ
け
丁
寧
に
了
解
す
る
は
、
全
般
を
一
瞥

・
す
る
に
如
か
す
ご
。

　
理
想
ご
現
象
を
混
同
す
る
勿
れ
。
古
典
涙
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
に
於
け
る
希
臓
哲
學
の
入
門
ε
云
へ
ば
原
語
で
プ
ラ
ト

ン
の
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
最
初
の
三
分
の
一
を
誤
用
し
、
講

義
で
全
然
表
面
だ
け
の
こ
と
を
激
授
さ
る
、
に
止
ま
る
。

雫
鞘
堂
か
、
り
て
ア
イ
ァ
ス
の
一
二
頁
を
こ
ち
つ
け
た
る

の
み
に
て
、
希
臓
哲
學
の
意
義
、
ド
ラ
マ
の
債
値
に
つ
い
て

は
激
騰
も
生
徒
も
意
識
朦
朧
た
る
を
如
何
せ
ん
。
寧
ろ
吾

人
は
画
讃
に
て
も
あ
れ
、
之
に
よ
う
て
希
臓
の
悲
劇
喜
劇

の
全
般
に
蓮
せ
ん
峯
こ
そ
望
ま
し
け
れ
。
吾
人
は
屡
々
縞

鯵
語
、
佛
蘭
西
語
、
歴
史
學
、
濁
逸
語
の
學
轡
に
際
し
て

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
雑
纂

酉
洋
に
於
け
る
束
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
於
け
ろ
）
（
下
）

ぜ
ル
ゼ
ウ
ス
・
ツ
η
ノ
ウ
ス
、
ツ
ル
ス
・
ホ
ス
チ
ソ
ウ
ス
ご
か

い
ふ
も
の
に
喜
喜
を
逸
し
て
、
眞
の
世
界
史
的
贋
値
、
例

へ
ば
和
蘭
、
英
吉
利
の
植
民
地
の
機
達
ご
か
、
ア
メ
ソ
カ

或
は
東
方
ス
ラ
ヴ
の
登
簿
ご
か
の
智
識
に
饗
す
る
潟
望
は

毫
も
癒
や
さ
れ
す
し
て
過
る
こ
ご
あ
る
を
悲
む
も
の
な
り

墨
入
の
如
き
考
に
從
ひ
て
は
在
來
の
こ
ち
た
き
讐
楡
多
き

文
學
藝
術
が
分
ら
な
く
な
る
ご
心
配
す
る
向
も
あ
ら
ん
か

な
れ
ご
、
こ
れ
毅
育
の
翼
義
に
落
せ
ざ
る
な
り
。
吾
人
は

羅
馬
の
歴
史
を
研
究
す
る
に
羅
馬
の
史
料
に
よ
り
て
之
を

み
る
ご
き
は
、
其
美
な
る
方
面
を
知
る
の
み
、
い
か
に
其
．

吸
血
主
義
の
醜
な
る
か
を
知
ら
す
、
歴
史
を
僑
毒
す
る
に

至
り
て
傷
ま
ざ
る
な
り
。
、
東
方
を
見
よ
、
地
霊
線
の
彼
方

な
る
東
亜
に
は
遙
の
古
代
に
大
史
家
現
は
れ
て
、
世
界
史

の
著
述
に
指
を
染
め
し
に
齢
す
や
、
彼
は
民
族
の
移
動
を

説
き
、
古
代
世
界
の
分
裂
を
説
き
、
以
て
新
國
民
の
登
生

に
及
び
た
り
き
。
叫
馬
韓
の
特
性
を
理
解
す
る
は
文
化
及

び
歴
史
に
取
り
て
最
も
緊
要
な
り
。
古
典
古
代
は
此
黙
に

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
羅
…
　
　
一
二
七
　
（
四
山
ハ
・
セ
）



　
　
　
第
十
｝
巷
　
　
雑
纂

關
し
て
第
一
條
件
を
斎
け
り
。
今
日
精
豊
科
學
の
根
祇
ご

思
惟
さ
る
≧
言
語
學
こ
れ
な
う
。
今
日
の
吾
人
は
生
存
競

箏
の
武
器
ざ
し
て
更
に
一
隅
廣
き
舞
毫
を
要
す
る
秋
な
り

ず
ビ
ニ
戦
役
、
サ
ム
ニ
テ
戦
役
は
．
定
う
で
も
よ
し
。
ロ
に

入
道
主
義
を
唱
ふ
る
者
こ
そ
、
人
道
生
義
の
妨
害
藩
な
り

支
那
は
希
臓
よ
り
も
遙
に
純
に
入
撹
主
義
を
騰
現
し
居
れ

り
。
支
那
を
輕
蔑
す
る
勿
れ
。
支
那
は
鳳
種
の
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
ご
も
名
附
く
可
き
、
過
ぎ
去
り
し
文
化
に
甥
す
る
憧

保
…
を
持
て
り
。
さ
れ
ご
欧
洲
に
て
は
之
ご
異
り
、
羅
句
、

希
臓
に
通
じ
、
シ
セ
ワ
の
友
た
り
得
る
古
典
駿
育
を
受
け

し
紳
士
に
し
で
始
め
て
人
生
を
所
理
し
得
べ
し
ご
な
さ
ば

印
ち
誤
れ
り
。
希
臓
羅
馬
の
精
紳
は
已
に
吾
人
の
精
榊
に

非
れ
ば
な
り
。
こ
は
慶
く
世
界
を
族
行
し
た
る
入
の
最
も

切
實
に
痛
戚
す
る
所
な
り
。
近
代
入
、
殊
に
狭
量
な
る
濁

逸
人
に
ご
ヶ
て
、
全
入
類
な
る
理
想
こ
そ
、
全
國
民
の
獲

展
に
導
ぐ
も
の
、
大
學
の
使
命
も
ま
だ
之
に
外
な
ら
ざ
る

な
う
。

西
洋
仁
於
け
る
東
洋
の
影
響
（
特
に
中
古
期
に
趨
る
る
×
下
）

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
触
二
八
　
　
（
四
山
ハ
↓
八
）

（
謬
看
日
。
抄
謬
の
主
旨
に
火
偏
為
紹
介
す
る
に
あ
り
表
る
た
も
て
、
原
書

に
に
引
用
オ
な
り
到
る
所
も
、
差
支
へ
な
し
亡
認
め
託
る
も
の
は
悉
く
著

港
の
意
見
な
る
が
如
く
改
め
、
他
に
も
諸
種
の
外
國
語
た
挿
入
し
て
に
丈

理
な
害
ぜ
ん
こ
ミ
な
恐
れ
て
言
為
省
き
し
爲
、
著
し
く
罪
學
循
的
ビ
な
り

し
為
特
に
此
に
附
言
し
て
著
者
並
に
讃
者
の
海
容
た
藷
は
ん
ミ
す
。
）


